


１．安全のために必ず守ること　　　
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設定温度 

操作ロック

温度シフト 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 

設定変更 

登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止

履歴消去 診断 

緊急停止 

設定温度 運転/停止 

リモコン表示部説明 

C 設定温度ボタン 

ボタンを押すことにより、設
定温度の調整が可能です。
操作ロック中に押すと現在
の設定温度が表示されます。 

J モード切替ボタン 

ボタンを押すことにより設定
する項目(モード)を、切替え
ることができます。 

操作ロックボタン 

ボタンを押すことにより(2
秒以上押し続ける)、他の操
作ボタンが無効になります。 
※『運転／停止』、『緊急停止』
ボタンはロックしません。 

L 診断ボタン 

ボタンを押すことにより、自
己診断モードに入ります。5
秒以上押し続けますと、リモ
コン診断モードに入ります。 

履歴消去ボタン 
ボタンを押すことにより、過去
の異常履歴を消去します。 

B 緊急停止ボタン 
ボタンを押すことによりユニ
ット運転中圧縮機、冷却ファ
ンを瞬時に停止できます。 

運転／停止ランプ(LED赤色)

運転時『点灯』 
異常時『点滅』 

表示部詳細下記 

庫内温度・設定温度表示部 
庫内温度もしくは設定温度を表
示します。 

H 登録ボタン 

設定値変更ボタン
にて変更した値の
登録をします。 

I  設定値変更ボタン 

設定モード時、各種
設定値を変更します。
(▽ △)

G 温度シフトボタン 

ボタンを押すこと
により、設定された
温度シフト差分、庫
内温度設定が下が
ります。(最初の1
回のみ)

F 霜取リセットボタン 

ボタンを押すことにより、霜取運
転時に霜取りを強制終了させま
す。 
※霜取リセットボタンを押す時は、
霜取りが確実に終了しているこ
とを確認してください。 

K 時刻呼出ボタン 

ボタンを押すこと
により、時刻霜取
時の開始時刻を表
示します。 

E 手動霜取ボタン 
ボタンを押すこと
により、強制的に
霜取りを開始しま
す。 

A 運転／停止ボタン 

ボタンを押す度(2秒以上押
し続ける)、運転　  停止が切
替わります。異常時は一旦停
止させることにより異常停
止が解除されます。 

操作ロック表示部 

操作ロック時表示します。 

モード番号表示部

モード切替ボタンを押す度、
モード番号表示が切替わり
ます。 

（５）リモコンによる温度設定 
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3.使用方法

冷却開始

1

2

主電源を入れる。

ボタン を押して
ください。
（ ボタン は誤作
動防止のため2秒以上押し続
けると動作します)

A運転/停止 

A運転/停止 

停 止

１

2

ボタン を再度押してください。運転／
停止ランプが消灯し、しばらくしてユニットは停止
します。

A運転/停止 

長期間停止する場合は主電源を切ってください。

ボタン のどちらか

を1回押すと、表示が『設定

温度』に切替わり、現在の設

定温度を表示します。続け

て ボタン 押して設

定したい温度に数値を合せます。

C 設定温度 

C 設定温度 

霜 取

霜取は自動的に行います。“冷却運転”途中で霜取
を行う場合は操作パネルを開け ボタン
を押してください。商品はそのままでかまいません。
なお霜取中は表示部に『dF』が表示されます。

E 手動霜取 

（メモ1）
ヒータ霜取の場合冷却器ファンは霜取中停止します。
（メモ2）
霜取中（ 『dF』 表示中）は手動霜取を受け付けません。

主電源を入れると約1分間リモコンが点滅
表示し、その後庫内温度が表示されます。

（メモ1）
ボタン操作時、以下の表示をする場合、ユニットコントローラ
にて手元操作禁止の設定を行っています。お買い上げの販売店
または専門業者へご相談ください。

設定温度 運転/停止 

運転/停止 

設定温度 

設定温度 運転/停止 

OFF

定温度 運転/停止 

ド切替 

設定変更 

登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

1.運転操作

（メモ3）
ショートサイクル防止機能が付いています。庫内温度差を小さ
くした場合でも冷蔵庫内の負荷の程度によっては、コンデンシ
ングユニットON点を超えることがあります。

（メモ2）
庫内温度設定と庫内温度差の関係
●庫内温度の設定値は、ユニットの停止する温度（OFF：切
値)を示します。ユニットが運転する温度（ON：入値）は庫
内温度差分だけ高くなります。

温
度 

時間 

コンデンシングユニット 
OFF点 

庫内温度差 

庫内温度設定値 ショートサイクル 
防止時間（メモ3） 

コンデンシングユニットON点 

商品は庫内が適温になってから入れてください。
（外気温や冷蔵庫によって適温になる時間は異なり
ます。）

3

4

お願い
霜取中（『dF』の表示中）は ボタン を
押さないでください。

A運転/停止 
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ショートサイクル防止機能を搭載していますので、
庫内温度差を小さくした場合でも、冷蔵庫内の負
荷の程度によっては、ユニットON点を超える場
合があります。ショートサイクル防止時間の出荷
時設定は圧縮機停止より約3分間です。

登録ボタンを5秒以上押し続けると、庫内
温度も含め標準設定値に戻ってしまうので注意
してください。標準設定値に戻った場合は、下図
の表示がでます。

庫内温度設定と庫内温度差の関係

②モード番号表示部に『1』設定値表示部に
『3.0』（標準設定値）が点灯します。

変更したいデータに合わせて、
設定変更　 　 ボタンを押すことにより、

設定値を合わせます。
設定値の変更中は、設定値が点滅表示します。

時間 

ユニットON点 庫内温度差 

庫内温度設定値 

3分 
（ショートサイクル防止）

ユニットOFF点

温
度 

③設定内容の登録
変更した後に、 登録 ボタン を押すと、そ
のモード番号に、変更した設定値を登録します。
設定完了時、モード番号表示部に『．』が2回
点滅表示します。

設定温度 

操作ロック 

運転/停止 

モード切替 登録 時刻呼出 手動霜取 

温度シフト 設定変更 霜取リセット 履歴消去 診断 

緊急停止 

I

J
H

モード番号表示部 設定値 表示部 

K

C

① モード切替ボタンを押します。

▽ △

J

I

H
注2

（b）モード番号1（庫内温度差設定：ユニットをON、
OFFさせる温度差を設定する）

設定範囲 
 0.5～5.0［K］ 

刻み幅 

0.5

工場出荷設定 

3.0［K］ 

注1

注1

この設定変更は必要な項目のみ設定します。通常変更がない場合は行わないでください。

お願い
■工事終了後、設定値変更によりコントローラの機能を変更した場合は、必ず全設定の内容を記録しておいてくだ
さい。

設定温度　 　 ボタンで、希望の温度に合わせてください。
温度設定中は次の様な表示になります。
C ▽ △

（a）モード番号0（庫内温度設定）

設定範囲 
 1.0～24.0℃ 

－37.0～17.0℃ 

高温用 

中低温用 

刻み幅 
 0.5K 

0.5K

工場出荷設定 

10℃ 

0℃ 

（2）リモコン設定値の変更

H注2

　リモコン設定値の変更



（c）モード番号3（高温警報温度差）

リモコンONによる運転開始後、3時間以上経過かつ庫内温度
が（設定温度＋庫内温度差＋高温警報温度差）以上を連続して
経過すると異常表示および温度警報信号を出力します。
※警報機能は運転スイッチ「ON」後3時間以内は作動しません。
50℃高温警報の場合は即警報機能が働きます。

●高温警報温度差の標準設定は0
ゼロ

Kなので高温警報機能は作動
しません。

●庫内が高温になった時、警報の表示（リモコン）や、外部出
力（制御箱内に警報取出用端子台を設置）する場合に利用し
てください。

制御箱内の端子台73-74間に電源（無電圧接点のため）および
ブザーまたはランプを取付けることにより出力可能です。

リモコン表示部に『HC』を表示します。

時間 

高温警報 
遅延時間 

（入）庫内温度差 

高温警報温度差 

警報 

庫内温度設定（切） 

温
度 

ブザーまたはランプ 

AC100V 
またはAC200V 73

74

警報表示

警報出力

お願い
■接続するブザー・ランプの定格は0.4A（AC200V,100V）以下としてください。

設定範囲 
 0.0～60.0［K］ 

刻み幅 

0.5

工場出荷設定 

0［K］ 

① モード切換 ボタンを押してモード番号を『5』に合わせ
ます。

② 時刻呼出ボタンを押して枝番を選択します。
③ 設定値変更　 　 ボタンを押して設定値を変更します。
④ 登録 ボタンを1回押して変更した設定値を登録します。
⑤通常の運転状態に戻す時は、 モード切換 ボタンを押す毎
に、モード表示が5→6→7→8→「通常運転」に戻ります。
（5分間ボタン無操作時も「通常運転」に戻ります。）

J

▽ △I

H

J

（d）モード番号5（現在日時の設定：現在日時を設定する）

設定範囲 設定内容 枝番 

00:00～23:59現在時刻 1

刻み幅 

:01

工場出荷設定 

00:00

2000～2099年 2 1 2050年 

1～12月 3 1 1月 

1～31日 4 1 1日

K

注1.スケジュール運転を行う際には、現在時刻の設定が 
　　必要です。（(d)参照） 

2.霜取運転開始方式を「時刻」に設定しても、霜取開
始時刻を１時刻も設定していない場合には、霜取運
転を行いませんのでご注意ください。

① モード切換 ボタンを押してモード番号を『8』に合わせ
ます。

② 設定値変更　 　 ボタンを押して設定値を変更します。
③ 登録 ボタンを1回押して変更した設定値を登録します。
④複数の時刻を設定する場合は 時刻呼出 ボタンを押して次
の時刻を表示させ、②・③の手順で設定値を変更・登録しま
す。
霜取運転開始時刻は最大12時刻まで設定できます。

J

▽ △I

H

（e）モード番号8（霜取開始時刻の設定）

設定範囲 

00:00～23:50

刻み幅 

:10

工場出荷設定 

5:00,11:00,17:00,23:00

スケジュール運転により、通常運転開始・セットバック運転開始・霜取運転開始ができます。

K




